
（岩木山とりんごの花　　平成２２年５月１６日りんご公園にて）

平成２３年５月発行平成２
市議会だより
ひろさき

第䋲䋲号

　平成23年第１回定例会が３月１日
から23日までの23日間の会期で開か
れ、11日に起こった東日本大震災に
よる被災地支援の平成22年度一般会
計補正予算（第13号）ほか各会計補
正予算、平成23年度各会計当初予算、
弘前市職員の勤務時間、休暇等に関
する条例等の一部を改正する条例案、
弘前市教育委員会の委員の人事案件
などが審議されました。
　　　（審議結果は４ページに掲載）

会会議等出席状況議等出席状況
　２月１６日　広域行政圏市議会協議会第４２回総会

　　　　　　（東京都、議長出席）

　３月２９日　青森県市議会議長会会長事務引継

　　　　　　（弘前市、議長出席）

平成23年第１回定例会日程
(２月２２日(火）　議会運営委員会　会期日程等の協議）

 ３月１日(火）　本会議　　　　　開会、会期の決定、

　　　　　　　　　　　　　　　　提案理由の説明

 ３月２日(水）～７日(月）　　　 議案熟考

 ３月８日(火）　本会議　　　　　一般質問

 ３月９日(水）　本会議　　　　　一般質問

 ３月１０日(木）　本会議　　　　　一般質問

 ３月１１日(金）　本会議　　　　　一般質問

 ３月１４日(月）　本会議　　　　　一般質問、予算特

　　　　　　　　　　　　　　　　別委員会の設置、

　　　　　　　　　　　　　　　　議案付託

 　　　　　　　 常任委員会　　　総務、経済文教、

　　　　　　　　　　　　　　　　建設

 ３月１５日(火）　特別委員会　　　予算審査

 ３月１６日(水）　特別委員会　　　予算審査

 ３月１７日(木）　特別委員会　　　予算審査

 ３月１８日(金）　特別委員会　　　予算審査

 ３月２２日(火）　特別委員会　　　予算審査

 ３月２３日(水）　本会議　　　　　各委員長の報告、

　　　　　　　　　　　　　　　　質疑、討論、表決、

　　　　　　　　　　　　　　　　閉会



総
務
常
任
委
員
会

○
弘
前
市
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

　

在
学
す
る
学
校
等
に
お
け
る
授
業

料
の
減
免
を
受
け
て
い
る
者
を
新
た

に
奨
学
金
を
貸
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
者
と
す
る
た
め
、
条
例
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

○
弘
前
市
立
学
校
の
学
校
医
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

　

市
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科

医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補

償
の
範
囲
、
金
額
、
支
給
方
法
等
に

つ
い
て
、
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学

校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務

災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
に

規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
と
す

る
た
め
、
条
例
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

ひろさき市議会だより　第22号 2

平
成
二
十
三
年
第
一
回
定
例
会

平
成
二
十
三
年
第
一
回
定
例
会

一 
般 
質 
問

　

第
一
回
定
例
会
で
は
、
次
の

二
十
一
人
の
議
員
よ
り
一
般
質

問
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

三
上　

直
樹
議
員
（
無
所
属
）

石
岡
千
鶴
子
議
員
（
無
所
属
）

藤
田　

隆
司
議
員
（
社
会
民
主
党
）

越　
　

明
男
議
員
（
日
本
共
産
党
）

谷
川　

政
人
議
員
（
木
翔
公
明
）

竹
谷
マ
ツ
子
議
員
（
鷹
揚
会
）

加
藤
と
し
子
議
員
（
社
会
民
主
党
）

工
藤　

良
憲
議
員
（
鷹
揚
会
）

工
藤　

光
志
議
員
（
木
翔
公
明
）

石
田　
　

久
議
員
（
日
本
共
産
党
）

伏
見　

秀
人
議
員
（
無
所
属
）

佐
藤　
　

哲
議
員
（
鷹
揚
会
）

松
橋　

武
史
議
員
（
鷹
揚
会
）

栗
形　

昭
一
議
員
（
鷹
揚
会
）

小
田
桐
慶
二
議
員
（
木
翔
公
明
）

町
田
藤
一
郎
議
員
（
鷹
揚
会
）

今
泉　

昌
一
議
員
（
無
所
属
）

船
水　

奐
彦
議
員
（
日
本
共
産
党
）

鶴
ヶ
谷
慶
市
議
員
（
木
翔
公
明
）

工
藤　

栄　

議
員
（
無
所
属
）

鳴
海　
　

毅
議
員
（
木
翔
公
明
）

質
問
議
員
の
一
覧
※
登
壇
順

（　

）は
所
属
会
派
名

弥桶籾幵

　

欠
員
中
の
副
委
員
長
の
互
選
を

行
っ
た
結
果
、
伏
見
秀
人
委
員
が
当

選
い
た
し
ま
し
た
。

○
弘
前
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
使
用
者
の
収
入
の
計
算
に

つ
い
て
十
六
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満

の
扶
養
親
族
に
係
る
控
除
額
を
引
き

上
げ
る
な
ど
、
条
例
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

○
弘
前
駅
前
北
地
区
都
市
再
生
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
準
じ
、
使
用
者
の
収
入
の
計
算
に

つ
い
て
十
六
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満

の
扶
養
親
族
に
係
る
控
除
額
を
引
き

上
げ
る
な
ど
、
条
例
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

○
弘
前
市
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

東
目
屋
簡
易
水
道
事
業
及
び
百
沢

簡
易
水
道
事
業
の
統
合
並
び
に
相
馬

○
弘
前
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

　

市
民
と
の
協
働
に
関
す
る
事
項
を

市
民
環
境
部
の
分
掌
事
務
と
す
る
と

と
も
に
、
建
築
確
認
に
関
す
る
事
項

を
建
設
部
の
分
掌
事
務
か
ら
都
市
整

備
部
の
分
掌
事
務
へ
移
管
す
る
た

め
、
条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
弘
前
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　

国
家
公
務
員
の
勤
務
時
間
の
取
扱

い
に
準
じ
、
職
員
の
勤
務
時
間
を
短

縮
す
る
た
め
、
条
例
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

各
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
主
な
議
案

簡
易
水
道
事
業
及
び
藍
内
簡
易
水
道

事
業
の
統
合
に
伴
い
、
給
水
区
域
並

び
に
給
水
人
口
及
び
一
日
最
大
給
水

量
に
係
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、

条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

※
今
定
例
会
に
お
い
て
、
厚
生
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

経
済
文
教
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

　

議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別

委
員
会
（
藤
田
隆
司
委
員
長
）
を
設

置
し
、
平
成
二
十
二
年
度
各
会
計
補

正
予
算
及
び
平
成
二
十
三
年
度
各
会

計
当
初
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

○
平
成
二
十
二
年
度
弘
前
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
十
一
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
七
億
九
千
三
百

二
十
五
万
二
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
額
を
七
百
五
十
一
億
千
七
百
二

十
七
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
国
の
二
十
二

年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
創
設
さ
れ

た
地
域
活
性
化
交
付
金
の
う
ち
、
き

め
細
か
な
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業

費
を
追
加
計
上
し
た
ほ
か
、
事
業
費

の
追
加
や
確
定
に
伴
う
計
数
整
理
、

財
源
の
調
整
が
主
な
内
容
で
す
。
な

お
、
き
め
細
か
な
交
付
金
に
対
応
し

た
事
業
は
、
翌
年
度
に
繰
越
し
し
て
、

平
成
二
十
三
年
度
予
算
と
一
体
的
に

執
行
す
る
も
の
で
す
。

予
算
特
別
委
員
会



ひろさき市議会だより　第 22号3

人

事

案

件

○
弘
前
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
今い

ま

い井

高た

か

し志
委
員
の
後
任
者
と
し
て
、
前ま

え

だ田

幸さ

ち

こ子
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で

す
。

〈
任
期
〉

　

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
日
～

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
十
九
日

請
願
・
陳
情

○
米
価
の
大
暴
落
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
の
請
願 

…
…
継
続
審
査

請　
　

願

陳　

情

○
平
成
二
十
二
年
度
弘
前
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
十
二
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
一
億
五
千
百
十

八
万
四
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

額
を
七
百
五
十
二
億
六
千
八
百
四
十

六
万
三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
国
の
二
十
二

年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
創
設
さ
れ

た
地
域
活
性
化
交
付
金
の
う
ち
、
住

民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
を
活

用
し
た
事
業
費
を
追
加
計
上
し
た
も

の
で
、
翌
年
度
に
繰
越
し
し
て
平
成

二
十
三
年
度
予
算
と
一
体
的
に
執
行

す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
二
十
二
年
度
弘
前
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
十
三
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
一
億
六
千
二
百

九
十
五
万
五
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
額
を
七
百
五
十
四
億
三
千
百
四

十
一
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
未
曾
有
の
大

災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
し
た
方
々
の
移
送
経
費
、
受

○
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を

改
正
し
発
生
抑
制
と
再
使
用
を

促
進
す
る
た
め
の
法
律
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を

入
体
制
の
整
備
及
び
被
災
地
に
対
す

る
支
援
物
資
輸
送
に
係
る
事
業
費
を

計
上
し
た
も
の
で
す
。

○
平
成
二
十
三
年
度
弘
前
市
一
般
会

計
予
算

　

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、
二
十
二
億
八
千
五

百
八
十
四
万
八
千
円
、
三
．
三
％
増

の
七
百
十
九
億
三
千
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
予
算
は
、
葛
西
市
長
が
就
任

し
て
か
ら
最
初
の
本
格
的
な
予
算
。

　

「
７
つ
の
約
束
」
の
実
現
を
目
指

す
『
弘
前
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

２
０
１
０
』
の
推
進
、
「
市
民
参
加

型
ま
ち
づ
く
り
１
％
シ
ス
テ
ム
」
の

導
入
な
ど
の
『
市
民
主
権
に
よ
る
市

政
運
営
』
の
徹
底
、
市
民
と
一
丸
に

な
っ
た
取
り
組
み
を
展
開
し
、
地
域

活
性
化
に
結
び
つ
け
る
『
弘
前
城
築

城
４
０
０
年
祭
事
業
』
の
展
開
、
市

民
対
話
・
職
員
提
案
に
よ
る
政
策
実

現
、
広
域
連
携
・
部
局
連
携
に
よ
る

政
策
実
現
を
す
る
た
め
の
『
明
日
の

ひ
ろ
さ
き
創
造
枠
』
の
設
定
な
ど
が

主
な
内
容
で
す
。

　

な
お
、
「
岩
木
川
市
民
ゴ
ル
フ
場

指
定
管
理
料
」
の
五
百
万
円
に
つ
い

東日本大震災
　　被災地へのお見舞い

　市議会では、３月１１日に発生した東日

本大震災で犠牲となられた方々に対しま

して、１５日の予算特別委員会の冒頭に黙

とうをささげ、最終日には議長から、被

害に遭われた皆さまに対しまして、お見

舞いの言葉を述べたところであります。

　また、弘前市議会議員互助会から青森

県災害対策本部を通して被災地へ義援金

をお送りいたしました。

　一日も早い復興をお祈りいたします。

て
は
、
委
員
会
審
査
の
過
程
で
、
理

事
者
よ
り
「
当
面
執
行
を
停
止
す
る
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

求
め
る
陳
情

○
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す

る
陳
情
書

○
国
外
で
作
製
さ
れ
た
歯
科
医
療
用

補
て
つ
物
（
入
れ
歯
等
）
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
意
見
書
採
択
を
求

め
る
陳
情
（
書
）

※
陳
情
書
は
、
議
員
に
参
考
配
付
し

ま
し
た
。

　

（引継書に署名 ・押印する、
　　　八戸 ・弘前両市議会議長）

青
森
県
市
議
会
議
長
会

　

三
月
二
十
九
日
（
火
）
、
弘
前

市
議
会 

議
長･

副
議
長
室
に
お
い

て
、
八
戸
市
議
会
議
長
か
ら
弘
前

市
議
会
議
長
へ
、
青
森
県
市
議
会

議
長
会
会
長
の
事
務
引
き
継
ぎ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
任
期
は
、
平
成
二
十
三

年
度
の
一
年
間
と
な
り
ま
す
。
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平成23年第１回定例会審議結果
市長提出議案（28件）※議案番号順

○事件処分の報告及び承認について（事件処分第１号） 原案承認

○事件処分の報告及び承認について（事件処分第２号） 原案承認

○事件処分の報告及び承認について（事件処分第３号） 原案承認

○平成22年度弘前市一般会計補正予算（第11号）  原案可決

○平成22年度弘前市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）  原案可決

○平成22年度弘前市老人保健特別会計補正予算（第２号）  原案可決

○平成22年度弘前市介護保険特別会計補正予算（第４号）  原案可決

○平成22年度弘前市病院事業会計補正予算（第４号）  原案可決

○平成22年度弘前市水道事業会計補正予算（第２号）  原案可決

○平成22年度弘前市下水道事業会計補正予算（第３号）  原案可決

○平成23年度弘前市一般会計予算  原案可決

○平成23年度弘前市国民健康保険特別会計予算  原案可決

○平成23年度弘前市後期高齢者医療特別会計予算  原案可決

○平成23年度弘前市介護保険特別会計予算  原案可決

○平成23年度弘前市岩木観光施設事業特別会計予算  原案可決

○平成23年度弘前市病院事業会計予算  原案可決

○平成23年度弘前市水道事業会計予算  原案可決

○平成23年度弘前市下水道事業会計予算  原案可決

○弘前市事務分掌条例の一部を改正する条例案 原案可決

○弘前市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例案 原案可決

○弘前市奨学金貸与条例の一部を改正する条例案 原案可決

○弘前市立学校の学校医等公務災害補償条例の一部を改正する条例案 原案可決

○弘前市営住宅条例の一部を改正する条例案 原案可決

○弘前駅前北地区都市再生住宅条例の一部を改正する条例案 原案可決

○弘前市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決

○平成22年度弘前市一般会計補正予算（第12号）  原案可決

○平成22年度弘前市一般会計補正予算（第13号）  原案可決

○弘前市教育委員会の委員の任命について（前
ま え だ

田幸
さ ち こ

子氏）  同　　意

●議●会●本●会●議○を●傍●聴○し○ま○せ○ん○か
　議会の本会議（開会日、一般質問、閉会日）はどなたでも傍聴することができます（午前10時開会）。

（傍聴席に手すりが付きました）

　傍聴をご希望の方は、市役所庁舎４階の傍聴受付で
傍聴券の交付を受けてください。
　受付では、住所、氏名の記載が必要です。傍聴券は、
交付日限り有効です。
　なお、傍聴席の数には限りがあり（傍聴席 32 席＋
車イス用傍聴スペース２席分）、入室できない場合も
あります。
　また、市役所庁舎２階のモニターでもご覧いただけ
ます。


